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女の

劇芸術資料整理顛末記

たかがチラシ、されどチラシ

今OGネットが整理している資料

は、殆ど故藤木宏幸先生がおもちに
なっていたもので、プログラムとチ

ラシはもちろんのこと、後援会のメ

ンバーズカード、落成式のご招待

等々さまざまはいっている。すべて

残残しておくという原則なのだが、同

じ公演のチラシは2枚ぐらい残して

おけばいいか、とすすめてきた。と

ころが、近・現代劇専門の阿部由香

子先子先生に伺うと、「チラシは大事な

のでできるだけ沢山残していただき

たいたい」とおっしゃる。プログラムは

誰でもとっておくが、チラシを残し

てお

けなけなかった公演はチラシしか記録の

手段

ロテロデューサーは、チラシを見ただけ92

でどれぐらい制作費がかかっている

か、ぴたりと当ててしまうという。

ぺらぺらなチラシといえどもあなど

れなしない。それを聞いてあわててゴミ

袋ままでチラシ救出に走った会員もい

る。

劇芸術研究室には北村喜八文庫が

あり、築地小劇場の資料から戦争中

の検閲台本までそろっている。最近

では各放送局が戦時中の資

料を見せてほしいと度々訪

れるとのこと。この5階の

資料室でもポスターの間か

ら築地小劇場の手書きの配

役表が10枚でてきた。北村

喜八の生原稿もある。今後

どんな資料がでてくるか楽
しみである。また、文学座

創設時からの座員であった

故北見治一氏より寄贈され

た資料がダンボールで 35

個ある。本公演から旅公演

まで驚くほど細かい記録が

残されていて、他大学には

ない貴重な資料である。そ

の内容については機会を改

めて報告したい。

写真上:『ヘッダ・ガアブレ

ル』(イプセン作)

の山川浦路

(大正元年、近代劇

協会第1回公演)

写真下:『女の一生』(森本

薫作)の杉村春子

(文学座)



文芸OG ネットワーク

第二回総会開かる

薫風吹く5月28日(土) 本館 314

号室に 38名の会員を迎え、第2回

文芸 OG ネット総会が開かれた。

始めに百瀬好子代表が挨拶に立ち、

続いて平成 16 年度活動内容の報告

が行われた。会報担当から会報名称

変更(「さくら前線」から「文芸 OG

ネットワーク通信」へ)の報告が、

資料整理担当から資料整理の進捗状

況報告が、また企画担当からは共立

祭参加報告があった。

次いで会計から会員数と昨年度収

支の報告、会計監査による監査報告

が行われた。

新年度にあたり活動内容に即した

組織に改正し、平成17年度役員が

決定された。代表は百瀬氏が続投す

る。今後の活動予定は「文芸 OG ネ

ットワーク通信」の年2回発行、劇

芸術関連資料の整理、共立祭参加が

主なものとなる。

新年度予算案が全会一致で承認さ

れた後、有志からこれからの活動と

して、文学、芸術などジャンルにと

らわれない諸々のテーマで講演、座

談会、学習会などをサロン形式で行
ってはどうか、との提言がなされた。

その結果、「文芸サロン講座」が新た

に開講されることになった。

午前の部終了後、学生食堂に昼食

が用意され、学生たちに混じって会

員相互が親睦を深める姿が見受けら

平成17年度役員名簿

れた。総会終了後、本年も「メディ

ア研究集会」に参加し、充実した一

日を締めくくった。

OG ネット新企画!!
“文芸サロン講座”第1回

お茶をいただきながらサロン講座を、
お楽しみください。

講師:時代小説作家 千野隆司氏
日時:9月17日(土) 13:30~15:30

受付開始 13:00

場所:本館1F受付にて案内
会費:1000円(茶菓代含)
申込:ハガキの場合 〒101-8437千代

田区一ツ橋2-2-1 共立女子大
学1403号室

Tel/Fax 03-3833-3886百瀬Tel/rax

の場合
締切:9月7日(水)

代表百瀬好子 副代表 村上智子下村陽子

子美子子代保子代や子美子樹恵食子弘和美智幸は和由治真久島一葉藤野田川島藤田瀬谷田料松仙加今矢立中斎杉川戸多資活動企画香子惠子子子千子子優叡智京静正近恒慶恵川郷伯藤田間右村尾江下佐斎脇岩鄉君松川小総務庶務
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046-251-0790江川

○: チー

酒井康子

確井弘子
推升丁
七田富美子

横井景子
楠本敏子

小林豐子

清水秀子

稲見和子
松下なるみ

村上智子
下村陽子
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第41回創展 毎日新聞社賞 綱川静峰

網川静峰氏略歴

(昭和39年卒)

創玄書道会大井錦亭に

師事 毎日書道展初入

選以来每年入選

創玄展二科賞受賞

創玄展二科賞受賞

創女展秀逸賞

創玄展秀逸賞

創玄展特選賞

創玄展每日新聞社賞受

賞
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平成16年度会計収支決算
◎収入の部 (単位:円) (2005.5.28)
費 目 予算 決算 增減 備考

1 15年度の繰越金
216年度会費
3雑収入

396.544

480,000

396,544

460.000

0 春一
△20,000 16年度納入分(230名)

225.452 225.452 ※共立祭売上金、寄付、総会残金等

計 876,544 1,081,996 205,452

※共立祭売上金(43,570円)、寄付(178,500円)、総会残金((3,350円)、利子 (32円)

◎支出の部

費 目 予算 決算 增減 備考

1 行事費 120,000 86,465 33,535 共立祭
2 会報・広報費 150,000 56,502 93,498 会報・広報(年2回)、用紙代

3 事務費 100,000 12.774 87,226 用紙、コピー、 事務用品

4 会議費 30,000 8,200 21,800 お茶代他
5 什器費 10,000 5,980 4,020 電気ポット
6 通信費 100,000 78,995 21,005 郵送料
7 涉外費 20,000 17,010 2,990 市川氏花輪代、用務員謝礼
8 予備費 346,544 66,718 279,826 劇芸術資料整理交通費補助等

876,544 332,644 543,900

※17年度 越金:749,352円(普通預金(郵便局):707,972円、現金:41,380円)

鳴戸奈菜(神谷くに子

昭和4年車)
春みぞれ家出にあらぬ旅の空かりがねの帰る頃かと井戸覗く絵双紙に入りて遊びて春の暮すみれ色 さぬすみれ風の中同じ名の老女と少女春の虹

上記の通り相違ございません。 会計監査 江川 優香里

脇田

平成17年度予算

費目
「16年度よりの繰越金

17年度会費(200名予定)

雑収入

2005.5.28

取入 支出 掲示板
金額 費目 内容 金額

749.352 行事費 共立祭 120,000 ◎共立祭に参加
400.000 会会報・広報費 会報・広報年2回発行 150,000

事務費50,000

会議費
云 貨

什器費

通信費

用紙、コピー代他

総会その他

50,000

50,000

10月15日(土)、16日(日)

創作品の展示と販売
10,000

郵送料他 ☆展示の作品を募集。作品の販売136,000

涉外費 20.000 も可。連絡は松島良子まで。
予備費 513.352

劇芸術資料整理費
(TEL 042-726 - 0661)交通費補助その他 150,000

合計 1.199.352 1,199,352 バザー

文芸OGネットワークのページができます!

いよいよ8月、文芸学部のHPから文芸OGネットにアクセス可能になります。

OGネット会員の皆さま、どうぞ、ご利用ください。そして、OGネット参加希望
者をご紹介ください。お待ちしています。

共立女子大学文芸学部 URL http://www.kyoritsu wu.ac.jp/bungei/
文芸OGネットワーク Eメールアドレス og-net@bungei.kyoritsu-wu.ac.jp

☆バザーの品物のご提供を、お待

ちしています。皆さまのご協力

をお願いします。なお、バザー

の提供品を送付される方は、日

時指定で下記へ。

〒101-0051 千代田区神田神

保町3-27 共立女子大学3号

館551号室 劇資料室

日時 10月4日(火) 13~16時
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サークル

研究
新年度の大学生活も軌道に乗り、

学生達の雰囲気も落ちつき始めた5

月の末日、学内のサークル用の掲示

板に「狂言研究会」の部員募集のポ

スターをみつけた。

1961 年日文2年生有志が第4回

大学祭(現 共立祭)で、和泉流野

村万作氏のご指導を受けて「釣針」

を上演したのが発端で、爾来サーク

ルの一つとして 40年余も継続され

てきている。早速、現在部長を務め

ておられる秋満夕実さん(国際文化

学部2年)にいろいろとお話を伺わ

せていただくことにした。

現在研究会を指導して下さってい
るのは、万作氏のご子息、野村萬斎

氏(現在NHK 『日本語であそぼ』

をはじめ各地での公演、映画、舞台、

ドラマと多方面で活躍中)と深田博

治氏のお二人だそうだ。月に1~2

回は江戸川橋にある和泉流の稽古場

に部員がでかけ、ご指導をうけてい

る。普段は、月・水 神田校舎4号

館 17:30~20:00、木・金 八王子

校舎1号館 16:30~19:20

編集後記
◆OGネットを立ち上げた

当初は地方の会員の方から、

活動の姿が見えにくいとの

ご指摘があった。

◆活動の目的のひとつに大

学の支援ということがある。

その一環として実際に動き

始めているのが、劇芸術資

料整理である。地味である

が、できる人が交代で、少

院生1名を含む

8名の部員は、熱

心にまた和気藹々

に「舞」と「発声」に

にと練習に余余念が

ないとの事。また、

研究会は「六狂連」(お茶の水女子

大・成城大・東京女子大・東京大・

早稲田大・共立の六大学狂言研究会

連絡協議会)に属し他校との交流も

盛んに行っている。去る4月23日

も矢来能楽堂で六大学合同の会が催

されたばかりだそうだ。その際共立

も独吟や「魚説法」・小舞 「宇治の晒」

に出演。今年の秋の共立祭での演目

は、まだ未定だが狂言二番と小舞等

検討中との事。合宿は春は鎌倉、夏

は新潟で、それぞれ2泊3日集中練
習をされているとのことであった。

英語に興味があって国際文化学部

を選んだ秋満さん。高校時代、古典

芸能といえば『相模人形』を観ただ

しずつ作業を進めることで、次第に

姿が見えてきている。

◆積み上げられていた資料の中から

ほかにはない貴重な資料が見つかっ

たことは一つの成果かと思う。

◆活動も少しずつ軌道に乗り、さら

に輪を広げ、さまざまなイヴェント

も計画される予定である。それらを

できる限りお知らせできればと思っ

ている。(酒)

けで、特に狂言に関心を持っていた

わけではなく、新入生歓迎会での先

輩の演技をみて、フラフラと･････。

でもいまは狂言の魅力にはまってし

まったとのこと。将来は日本の古典

芸能を好きな英語や中国語を使い海

外に広めてほしいものである。共立

祭での舞台を楽しみにしています。

卒業生の活動状況

●辻村一美さん (昭和48年劇芸術

コース卒)は閑崎ひで佳の名で地唄

舞の閑崎流師範として活動。

このたび早稲田大学オープンカレ

ッジの夏・秋学期開催の「芸術の世

界」(早稲田校) 10 講座のうち 11

月28日、12月5日の講座を講師と

して受け持つことになった。タイト

ルは「歌舞伎舞踊『鷺娘』と地唄舞

『雪』の心象風景」。いずれも雪の降

るなかでの踊り。華やかな「鷺娘」

とシンプルな「雪」を比較して、そ

れぞれの演技の魅力に迫る。お問い

合わせは 03-3208-2248~。

●斎藤昌代さん (昭和41年卒)が

10月24日~10月29日にステンド

グラスの作品展を開く。制作を始め

て今年で28年目、最近はカトリッ
クの教会が新築されるに当たってそ

の窓に、パウロの回心、伝道、書簡

をテーマに幅1メートル、高さ2.6

メートルのステンドグラスの作品を

おさめた。ステンドグラスの作品展

は5回目を数える。今回のテーマは

「ガラスの遊び」。

会場:世界観ギャラリー

千代田区神田小川町3-28-13

電話 03-3293-6334

4


